
七
・
「
十
方
庵
遊
歴
雑
記
」
に
み
る
江
戸
時
代
の
越
谷

舩
岳

知
康

著
者
は
江
戸
小
日
向
（
こ
ひ
な
た
、
文
京
区
の
町
名
）
の
僧
侶
（
浄
土
真

宗
、
廓
然
寺
、
明
治
１
２
年
廃
寺
）
・
釈
大
浄
（
津
田

大
浄
）
で
あ
る
。

十
方
庵
主
（
１
７
６
２
～
１
８
３
２
）
は
、
名
を
大
浄
、
字
（
あ
ざ
な
）

を
敬
順
・
宗
知
と
い
う
。

文
化
八
年
（
１
８
１
１
）
、
五
十
一
歳
の
と
き
に
寺
の
こ
と
を
子
に

譲
っ
た
。
遊
歴
雑
記
の
序
文
は
文
化
十
一
年
（
１
８
１
４
）
八
月
の
日

付
と
な
っ
て
い
る
。

十
方
庵
敬
順
が
十
九
世
紀
前
半
の
江
戸
付
近
の
名
勝
古
跡
を
遊
歴
踏

査
し
た
紀
行
文
で
あ
る
。
全
５
編
。

全
５
編
の
中
に
は
、
越
谷
に
つ
い
て
５
件
の
著
述
が
あ
る
。

➀
初
編

巻
之
上

第
五
十
一

大
相
模
大
聖
寺
の
不
動
尊

➁
二
編

巻
之
上

第
十
四

埼
玉
郡
大
林
村
川
添
の
桃
園

➂
二
編

巻
之
上

第
十
五

野
島
村
浄
山
寺
地
蔵
尊

➃
二
編

巻
之
下

第
五
十
五

越
谷
の
驛
塩
屋
吉
兵
衛
が
饗
応

➄
五
編

巻
之
下

第
四
十
八

越
ヶ
谷
塩
吉
が
振
舞
両
度
の
逍
遥

５
件
中
、
最
後
の
２
件
に
塩
屋
吉
兵
衛
の
住
ま
い
と
人
柄
が
分
か
る

記
述
が
あ
る
の
で
ご
紹
介
し
た
い
。

千
住
よ
り
先
々
の
馬
士
駕
舁
（
ば
し
か
ご
か
き
）
の
類
ひ
に
は
、
越
谷

の
天
下
様
と
ま
で
言
わ
れ
た
吉
兵
衛
家
で
あ
る
が
、
当
時
の
様
子
が

分
か
る
資
料
が
少
な
い
中
で
、
「
十
方
庵
遊
歴
雑
記
（
じ
っ
ぽ
う
あ
ん

ゆ
う
れ
き
ざ
つ
き
）
」
は
願
っ
て
も
な
い
格
好
の
書
と
言
え
る
と
思
う
。

吉
兵
衛
家
は
色
々
な
呼
び
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
。

本
書
に
は
、
「
あ
ぶ
ら
や
（
油
屋
）
吉
兵
衛
」
、
「
し
ほ
や
（
鹽
屋
、

塩
屋
）
吉
兵
衛
」
、
「
越
谷
の
天
下
様
」
、
「
池
田
吉
兵
衛
」
な
ど

が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
吉
兵
衛
は
十
三
代
の
血
脈
を
も
ち
、

三
百
回
忌
の
法
事
を
営
ん
だ
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
越
谷
の

豪
家
の
一
つ
で
あ
っ
た
事
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

尚
、
越
谷
市
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
「
江
戸
時
代
の
宿
役
人
選

挙
」
と
題
し
て
、
「
天
保
八
年
（
１
８
３
７
）
七
月
、
越
ヶ
谷
宿
本
町

名
主
問
屋
塩
屋
吉
兵
衛
は
、
当
宿
の
支
配
代
官
伊
奈
半
左
衛
門
役
所

に
病
身
を
理
由
と
し
て
名
主
問
屋
の
辞
職
を
願
っ
て
出
訴
し
た
。
」

こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
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⑴
「
塩
屋
吉
兵
衛
」
の
家
居
と
人
柄

（
二
編
巻
之
下
第
五
十
五
の
著
述
）

一
、
姓
名

池
田
吉
兵
衛

一
、
通
名

し
ほ
や
吉
兵
衛

一
、
親
族

池
田
三
（
山
）
鼎

吉
兵
衛
と
は
元
よ
り
家
附
の
親
族
（
江
戸
に
住
ま
い
し
、

書
畵
を
盡
）
。

一
、
家
居

越
谷
の
驛
・
本
町
の
北
側

一
、
商
い

燈
し
あ
ぶ
ら
を
〆
、
又
は
よ
ろ
づ
の
鹽
（
塩
）
の
問
屋

た
り

一
、
田
地

五
百
余
石

一
、
居
や
し
き

間
口
・
五
十
余
間
、
奥
行
・
三
町
余
、

土
蔵
・
三
十
余
庫
、
幅
三
間
、
奥
行
五
間
よ
り
小

さ
き
は
な
し

一
、
文
庫
蔵

四
ッ
五
ッ

一
、
座
敷
の
間
数

凡
十
二
・
三

一
、
家
内
の
く
ら
し

五
十
余
人

（
五
編
巻
之
下
第
四
十
八
の
著
述
）

一
、
通
名

あ
ぶ
ら
や
吉
兵
衛
、
越
谷
の
天
下
様
、
し
ほ
や
吉
兵
衛

一
、
親
族

池
田
山
鼎
（
書
畵
を
盡
）
、
江
戸
に
住
み
、
独
身

一
、
家
居

越
谷
の
驛
・
右
側

一
、
商
い

常
に
若
干
の
水
油
を
絞
り
、
又
鹽
（
塩
）
の
問
屋
を
し

て
諸
國
の
鹽
を
引
請
貯
え
持
り
、

一
、
田
畑

二
百
八
十
余
石

一
、
住
居

二
三
千
石
以
上

一
、
居
や
し
き

間
口
・
記
述
な
し
、
奥
行
・
三
町

土
蔵
・
幅
三
間
、
奥
行
五
間
づ
つ
、
都
合
三
十
六

棟
必
至
、
鹽
油
（
塩
油
）
の
積
込
置
庫

住
居
の
北
後
に
も
拾
五
棟
の
土
蔵
、

物
置
蔵
・
七
棟

一
、
家
内
の
く
ら
し

上
下
の
男
女
七
十
余
人

一
、
出
店

十
一
軒
（
栗
橋
～
千
住
）
、
四
軒
（
江
戸
）

（
注
）
家
附
（
い
え
つ
き
）
は
、
自
分
の
実
の
親
か
ら
家
を
受
け
継
い
だ
者
の
こ
と
。

池
田
山
鼎
は
塩
屋
吉
兵
衛
の
分
家
池
田
家
の
出
身
。
著
者
の
友
人
。

間
（
け
ん
）
は
、
６
尺

＝
１
・
８
ｍ
。

町
（
ち
ょ
う
）
は
、
約
１
０
９
ｍ
。

石
（
こ
く
）
は
、

１
石
を
収
穫
す
る
耕
地
面
積
は
当
時
平
均
１
反
（
３
０
０

坪
）
で
す
。
１
石

＝
１
０
斗
＝
１
０
０
升
＝
１
５
０
㎏
＝
２
・
５
俵
で
す
。
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⑵
「
塩
屋
吉
兵
衛
」
の
家
居
と
人
柄

（
二
編
巻
之
下
第
五
十
五
の
著
述
）

一
、
人
柄
、
居
や
し
き

➀
燈
し
あ
ぶ
ら
を
〆
、
又
は
よ
ろ
づ
の
鹽
（
し
お
）
の
問
屋
た
り
、

居
や
し
き
は
廣
く
間
口
五
十
餘
間
奥
行
三
町
餘
、
裏
の
中
路
に

至
り
て
一
圓
に
見
わ
た
す

➁
あ
る
じ
聞
ゆ
る
馳
走
好
に
し
て
酒
家
な
れ
ば
、
は
じ
め
て
東
武

（
江
戸
の
異
称
）
よ
り
の
珍
客
も
て
な
さ
ば
や
と
、
心
一
盃
に
善

美
を
盡
し
た
る
か
、
又
は
驛
路
の
片
鄙
と
い
へ
ど
も
爭
か
（
い

か
で
か
）
東
武
に
劣
ら
ざ
ら
ん
と
気
性
を
見
せ
た
る
も
の
か
、

➂
舟
と
ゝ
の
ひ
ぬ
、
乗
賜
へ
と
案
内
に
つ
れ
て
、
中
庭
よ
り
北
を

さ
し
て
居
屋
敷
の
中
を
ゆ
く
凡
三
町
に
し
て
、
耕
地
の
中
路
に

い
た
る
、
是
よ
り
西
の
方
數
十
歩
に
堤
あ
り
、
堤
の
下
に
江
河

あ
り
、
川
幅
凡
三
十
餘
間
清
泉
漲
り
流
る
、
西
岸
川
添
の
風
景

天
然
に
し
て
眺
望
又
い
ふ
べ
か
ら
ず
、
爰
に
（
こ
こ
に
）
舟
二
艘

を
繋
り
、
、

➃
吉
兵
衛
豪
家
の
壹
人
な
れ
ど
風
流
を
好
ま
ず
、
剣
術
を
好
み
弓

を
能
し
て
雅
な
ら
ざ
る
は
、
玉
に
鍛
（
き
ず
）
と
い
ふ
べ
し

（
五
編
巻
之
下
第
四
十
八
の
著
述
）

一
、
人
柄
、
居
や
し
き

➀
あ
ぶ
ら
や
吉
兵
衛
と
い
ふ
は
聞
ゆ
る
豪
家
に
て
、
千
住
よ
り

先
々
の
馬
士
駕
舁
（
ば
し
か
ご
か
き
）
の
類
ひ
は
、
そ
の
名
を
い

は
ず
し
て
越
谷
の
天
下
様
と
あ
が
め
呼
り
、
福
祐
の
な
ら
び
な

き
唯
一
人
と
い
え
る
言
方
に
な
ん
、
常
に
若
干
の
水
油
を
絞
り

、
又
鹽
の
問
屋
を
し
て
諸
國
の
鹽
を
引
請
貯
え
持
り
、
依
て

し
ほ
や
吉
兵
衛
と
も
號
す
、

➁
太
田
原
山
城
守
参
府
の
節
、
両
本
陣
に
障
る
事
あ
り
し
か
ば
、

急
に
吉
兵
衛
が
宅
を
頼
ま
れ
し
に
、
心
よ
く
領
掌
し
足
軽
以
下

男
請
負
人
宰
領
等
の
者
は
下
宿
さ
せ
、
残
り
し
人
數
幾
百
人
み

な
此
家
に
止
宿
し
、
上
下
大
勢
の
振
舞
よ
り
、
席
々
の
懸
物
花

入
置
物
か
ざ
り
付
間
毎
〱
の
屏
風
燭
臺
に
い
た
る
ま
で
、
萬
端

行
届
中
々
本
陣
の
及
ば
ざ
る
事
の
み
な
れ
ば
、
山
城
守
在
所
よ

り
側
用
人
（
そ
ば
よ
う
に
ん
）
を
使
者
と
し
、
大
弓
を
喜
ぶ
事
の

好
と
聞
て
、
鐵
拐
が
峯
（
て
っ
か
い
が
み
ね
）
と
銘
あ
る
累
世
の
名

弓
一
挺
、
伊
達
政
宗
好
ま
れ
し
残
月
と
號
け
し
石
燈
籠
一
基
の

両
種
を
謝
禮
と
し
て
、
三
十
六
七
里
の
旅
中
大
勢
の
人
歩
を
費

し
惠
投
せ
ら
れ
ぬ
、
今
奥
庭
に
す
え
置
燈
籠
こ
れ
也
と
咄
し
た

り
き
、
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⑵
「
塩
屋
吉
兵
衛
」
の
家
居
と
人
柄

（
五
編
巻
之
下
第
四
十
八
の
著
述
）

一
、
人
柄
、
居
や
し
き

➂
吉
兵
衛
又
角
力
を
好
み
鎮
守
の
祭
禮
に
は
、
折
々
し
て
江
戸
に

名
た
ゝ
る
力
士
數
百
輩
来
り
鹽
屋
の
宅
に
逗
留
を
許
す
と
な
ん
、

そ
の
時
の
為
と
て
數
多
の
膳
椀
酒
器
夜
具
等
を
貯
え
持
ち
、
是

吉
兵
衛
が
ど
う
ら
く
と
い
ふ
べ
し
、

➃
今
度
江
戸
へ
歸
郷
せ
ば
両
三
年
来
ま
じ
き
事
を
察
し
、
彼
が
妻

に
は
正
眞
の
従
弟
な
る
に
よ
り
て
、
送
別
の
心
持
彼
是
を
含
み

て
、
目
立
し
振
舞
を
せ
し
は
常
に
替
り
し
制
外
（
せ
い
が
い
、
き

ま
り
の
外
）
と
い
ふ
べ
し
、

左
は
い
へ
平
生
は
質
素
を
第
一
と
し
、
家
内
四
人
み
な
綿
服
を

着
し
、
女
房
嫁
と
も
縫
も
の
ゝ
隙
に
は
、
絲
車
を
廻
し
綿
絲
を

取
て
は
女
ど
も
の
手
扶
し
、
亭
主
息
子
は
若
き
者
ど
も
の
相
手

と
な
り
て
、
終
日
は
た
ら
き
て
家
業
を
出
精
し
、
一
時
加
は
り

に
伴
頭
重
役
を
休
ま
せ
て
は
、
親
子
帳
場
を
勤
め
自
分
の
身
を

詰
て
は
人
に
合
力
し
男
女
の
奉
公
人
を
慈
愛
を
以
て
し
、
地
頭

領
主
を
麁
略
（
そ
り
ゃ
く
）
に
せ
ず
、
頭
人
宿
老
に
緩
怠
な
く
、

更
に
人
に
對
し
て
失
敬
の
所
行
な
け
れ
ば
、
ま
す
ま
す
家
繁
昌

し
當
吉
兵
衛
に
い
た
り
て
十
三
代
血
脈
相
續
し
、
栗
橋
の
驛
よ

り
千
住
に
い
た
り
て
出
店
十
一
軒
、
江
戸
に
も
四
軒
の
出
店
あ

り
、
持
高
の
田
畑
二
百
八
十
餘
石
、
去
々
年
大
先
祖
の
三
百
回

忌
の
法
事
を
勤
め
、
わ
れ
ら
も
招
か
れ
た
り
と
池
田
山
鼎
が
物

が
た
り
き
、
勇
々
し
き
舊
家
（
き
ゅ
う
か
）
と
い
は
ん
か
、

➄
吉
兵
衛
が
中
庭
よ
り
西
の
堤
に
い
た
り
見
れ
ば
、
舟
二
艘
繫
置

た
り
、
土
地
に
家
根
ふ
ね
と
い
ふ
も
の
な
き
ま
ゝ
、
似
た
り
と

か
い
ふ
舟
の
大
き
な
る
に
、
左
右
に
三
本
づ
ゝ
柱
を
た
て
、
丹

後
島
の
大
湯
單
を
以
て
天
幕
と
し
、
舟
に
は
毛
氈
六
枚
を
敷
詰
、

た
ば
こ
盆
二
ッ
中
央
に
す
え
た
り
、
供
舟
も
同
じ
大
島
木
綿
の

大
湯
單
を
天
幕
と
し
、

➅
こ
れ
は
若
干
の
田
地
を
持
、
ふ
た
つ
の
問
屋
株
に
し
て
百
姓

賣
人
を
兼
な
が
ら
、
身
分
の
程
々
の
法
則
を
超
す
家
内
取
〆
り
、

更
に
驕
ら
ず
家
業
に
出
精
す
れ
ば
、
此
家
い
よ
〱
礎
堅
く
永
久

な
ら
ん
、
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⑵
「
塩
屋
吉
兵
衛
」
の
家
居
と
人
柄

（
五
編
巻
之
下
第
四
十
八
の
著
述
）

一
、
人
柄
、
居
や
し
き

➆
頓
て
（
や
が
て
）
主
（
吉
兵
衛
）
出
来
り
御
延
慮
な
く
飽
ま
で
召

上
り
下
さ
れ
候
へ
、
我
等
も
御
相
伴
申
さ
ん
と
挨
拶
し
て
頓
て

給
仕
の
膳
及
び
鰻
を
持
出
し
を
見
れ
ば
、
中
皿
に
積
上
た
り
、

主
の
曰
、
わ
れ
ら
は
鰻
よ
り
鯰
好
物
也
、
則
是
成
は
鯰
の
蒲
や

き
也
、
大
事
な
く
ば
召
上
る
べ
し
と
會
釋
し
、
一
緒
に
箸
を
取

て
鰻
を
味
ひ
見
る
に
、
甘
き
事
奇
々
妙
々
又
柔
ら
か
に
燒
加
減

江
戸
の
如
く
、
ま
く
り
の
蒲
や
き
と
は
同
日
の
論
に
あ
ら
ず
、

（
補
足
）

一
、
（
五
編
巻
之
下
第
四
十
八
の
著
述
）
の
➁
（
頁
３
）
に
つ
い
て

➀
太
田
原
山
城
守
（
下
野
太
田
原
藩
）
と
は
、

・
山
城
守
庸
清
（
つ
ね
き
よ
、
９
代
藩
主
、
１
７
５
１
～
１
８
０
２
）

又
は
山
城
守
光
清
（
１
０
代
藩
主
、
１
７
７
６
～
１
８
２
１
）
と
思
う

➁
伊
達
政
宗
好
ま
れ
し
残
月
と
號
け
し
石
燈
籠
一
基
の
存
在
は
、

・
現
存
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明

一
、
（
五
編
巻
之
下
第
四
十
八
の
著
述
）
の
➃
（
頁
４
）
に
つ
い
て

➀
當
吉
兵
衛
に
い
た
り
て
十
三
代
血
脈
相
續
し
、
去
々
年
大
先
祖
の
三
百

回
忌
の
法
事
を
勤
め
、

・
一
町
一
寺
に
て
、
菩
提
寺
は
天
嶽
寺
だ
ろ
う
か
？

⇒

１
５
０
０
年
代
か
ら
の
血
脈
相
続

一
、
（
五
編
巻
之
下
第
四
十
八
の
著
述
）
の
➅
（
頁
４
）
に
つ
い
て

➀
若
干
の
田
地
を
持
、
ふ
た
つ
の
問
屋
株
に
し
て
百
姓
賣
人
を
兼
な
が
ら
、

・
百
姓
治
右
衛
門
義
、
池
田
治
右
衛
門
と
申
、
中
古
（
ち
ゅ
う
こ
）
上
方

（
か
み
が
た
）
ゟ
来
申
候
者
之
由
、
塩
屋
治
左
衛
門
弟
塩
屋
治
右
衛
門

と
申
候
事
、
（
頁
７
）

⇒

上
方
の
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
？

⇒

未
調
査

・
塩
屋
吉
兵
衛
義
ㇵ
本
家
池
田
と
申
、
塩
屋
治
右
左
衛
門
弟
治
左
右
衛

門
享
保
中
分
地
、
今
大
家
ニ
相
成
申
候
、
（
頁
７
）

・
吉
兵
衛
家
は
池
田
中
本
家
（
な
か
ほ
ん
け
）
（
頁
６
）

・
池
田
吉
兵
衛
の
池
田
は
名
字
（
苗
字
）
（
頁
２
）

（
注
）
江
戸
時
代
の
庶
民
は
、
「
苗
字
は
あ
っ
た
が
公
称
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
の

が
実
態
で
す
。
「
公
称
」
と
は
世
間
一
般
に
公
に
表
せ
な
い
（
名
乗
れ
な
い
）
、

公
文
書
な
ど
に
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
意
味
で
す
。

中
本
家
は
、
中
元
（
な
か
も
と
）
と
同
意

…

支
族
（
分
家
）
の
本
家
を
中
元
。
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市
神
社
地
除
地

御
高
札
場
、

四
丁
野
往
還
道

土
手
弐
之
内

十
四
間
弐
尺
五
寸

ウ

七
間
壱
尺

三
十
四
間

中
古
九
郎
兵
衛
屋
敷

伊
右
衛
門
持

角
善
兵
衛
宅

金
子

伊
右
衛
門

吉
兵
衛

中
古九

郎
兵
衛
屋
敷

シ
ホ

吉
兵
衛

同

文
次
郎

富
田
屋

九
兵
衛

シ
ホ

吉
兵
衛

田
中弥

次
右
衛
門

往

還

悪

水

路
同

吉
兵
衛

池
田
中
本
家

同

吉
兵
衛

同

吉
兵
衛

御

殿

下

道

⇒
⇒
⇒

御
殿
番
相
勤
申
候

浜
野
藤
蔵
屋
敷

同

吉
兵
衛

御
殿
地

表
通
り

御
門
見
通
し

⇒
⇒
⇒

理
右
衛
門
屋
敷

富
文
次
郎

吉
兵
衛

大沢へ

元

荒

川

元

荒

川

中町・新町へ 「日光道中」

⑶ 塩屋吉兵衛の居やしき
（本 町）

（出典）越谷市史 四 史料⼆ ⾴５６〜５７
に準拠し編集

（越ヶ谷瓜の蔓、福井猷貞 記）
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◎
塩
屋
吉
兵
衛

（
出
典
）
越
谷
市
史

四

史
料
二

（
頁
６
５
～
７
２
）

本
町
西
組

一
、
五
兵
衛
屋
敷
半
株
ニ
罷
居
候
、
池
田
太
兵
衛
義
ㇵ
宝
暦
（
１
７
５
１
～
６
３
）
中

塩
屋
吉
兵
衛
分
家
ニ
而
百
姓
ニ
候
、
前
々
ゟ
此
屋
敷
ハ
橋
番
御
高
札
番
屋
敷
と
唱
、

小
軒
一
株
に
て
御
伝
馬
役
ニ
不
抱
候
、

一
、
細
野
五
兵
衛
屋
敷
六
兵
衛
義
、
先
祖
平
兵
衛
・
六
兵
衛
・
五
兵
衛
と
御
入
国
以
来

代
々
所
持
罷
在
、
御
高
札
場
橋
番
等
勤
来
、
御
伝
馬
役
除
来
候
、
宝
暦
（
１
７
５
１

～
６
３
）
初
度
半
軒
塩
屋
吉
兵
衛
へ
相
渡
申
候
へ
共
、
当
組
旧
家
也
、

一
、
〇
〇
屋
敷
之
義
、
退
転
後
正
徳
（
１
７
１
１
～
１
５
）
中
ゟ
塩
屋
吉
兵
衛
分
地
、

池
田
屋
惣
兵
衛
天
明
（
１
７
８
１
～
８
８
）
年
中
迄
所
持
罷
在
候
、
天
明
（
１
７
８

１
～
８
８
）
年
中
ゟ
当
主
亀
屋
甚
内
壱
軒
分
不
残
所
持
罷
居
候
、
甚
内
義
ㇵ
、
亀
屋

徳
兵
衛
方
ヱ
船
戸
村
ゟ
奉
公
ニ
罷
在
、
天
明
（
１
７
８
１
～
８
８
）
年
中
ゟ
右
之
所

へ
家
を
持
百
姓
ニ
罷
成
、
寛
政
（
１
７
８
９
～
１
８
０
０
）
中
ニ
至
り
一
株
ニ
相
成

申
候
、

本
町
組

一
、
百
姓
池
田
屋
太
兵
衛
義
ㇵ
、
宝
暦
（
１
７
５
１
～
６
３
）
年
中
塩
屋
吉
兵
衛
分
家

に
て
百
姓
ニ
罷
成
申
候
、
此
屋
敷
ハ
六
兵
衛
と
申
合
、
御
高
札
番
幷
橋
番
勤
来
、
御

伝
馬
方
ニ
不
抱
候
、

一
、
百
姓
宇
兵
衛
義
、
田
中
屋
と
相
名
乗
、
田
中
吉
右
衛
門
分
家
孫
兵
衛
、
塩
吉
兵
衛

親
類
中
古
之
者
也
、
故
ニ
塩
吉
兵
衛
分
家
之
由
疑
之
者
あ
り
、

一
、
中
古
年
寄
弥
七
屋
敷
、
近
来
池
田
屋
太
兵
衛
所
持
ニ
成
、

一
、
百
姓
治
右
衛
門
義
、
池
田
治
右
衛
門
と
申
、
元
禄
（
１
６
８
８
～
１
７
０
３
）
年

中
塩
屋
治
左
衛
門
分
家
ニ
而
其
後
大
家
ニ
相
暮
し
申
候
、
乍
然
（
さ
り
な
が
ら
）
旧

家
と
申
ニ
も
無
之
、
中
古
上
方
ゟ
来
申
候
者
之
由
、
塩
屋
治
左
衛
門
弟
塩
屋
治
右
衛

門
と
申
候
事
、

一
、
小
野
寺
弥
兵
衛
屋
敷
之
義
、
明
和
（
１
７
６
４
～
７
１
）
中
ゟ
塩
吉
兵
衛
所
持
也

、
附
右
地
所
ニ
借
地
罷
在
候
こ
く
屋
小
野
寺
弥
兵
衛
ハ
御
入
国
以
前
ゟ
右
之
所
ニ
罷

在
、
元
和
（
１
６
１
５
～
２
３
）
・
寛
文
（
１
６
６
１
～
７
２
）
・
元
禄
（
１
６
８

８
～
１
７
０
３
）
之
度
御
検
地
御
縄
申
候
旧
家
之
由
、

一
、
〇
〇
屋
敷
中
古
ゟ
塩
屋
吉
兵
衛
所
地
也
、

一
、
同
塩
屋
文
次
郎
義
ㇵ
塩
屋
吉
兵
衛
下
人
、
船
戸
村
出
生
ニ
而
安
永
（
１
７
７
２
～

８
０
）
年
中
分
家
、
近
来
追
々
身
上
取
立
、

一
、
同
弥
次
右
衛
門
屋
敷
、
九
兵
衛
・
シ
ホ
吉
兵
衛
所
持
罷
在
候
、
弥
次
右
衛
門
義
退

転
仕
候
、

一
、
五
郎
兵
衛
屋
敷
・
吉
兵
衛
屋
敷
・
〇
〇
屋
敷
・
藤
蔵
屋
敷
、
四
ヶ
所
共
、
塩
屋
吉

兵
衛
中
古
ゟ
追
々
所
持
致
、
塩
屋
吉
兵
衛
義
ㇵ
本
家
池
田
と
申
、
塩
屋
治
右
左
衛
門

弟
治
左
右
衛
門
享
保
（
１
７
１
６
～
３
５
）
中
分
地
、
今
大
家
ニ
相
成
申
候
、

一
、
〇
〇
屋
敷
之
義
、
中
古
池
田
屋
三
郎
兵
衛
所
持
、
今
程
池
田
屋
太
兵
衛
・
ナ
ラ
ヤ

又
兵
衛
所
持
致
候
、

一
、
四
郎
兵
衛
屋
敷
、
安
永
（
１
７
７
２
～
８
０
）
年
中
退
転
、
其
後
持
主
度
々
相
代

ル
、
今
程
塩
文
次
、
キ
ノ
国
屋
善
右
衛
門
所
持
致
候
、

一
、
同
陣
屋
屋
敷
之
義
善
四
郎
方
ゟ
安
永
（
１
７
７
２
～
８
０
）
中
塩
屋
吉
兵
衛
へ
渡

ル
、
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◎
あ
と
が
き

幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
我
が
国
の
国
情
は
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。
日

日
光
道
中
筋
で
商
家
を
営
む
塩
屋
吉
兵
衛
家
に
も
大
き
な
逆
風
と
な
っ
た
に
違

違
い
な
い
。

時
代
を
追
っ
て
、
お
も
な
事
歴
を
挙
げ
て
み
た
い
。

➀
安
政
元
年
（
１
８
５
４
）
、
日
米
和
親
条
約
が
結
ば
れ
た

➁
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
、
大
老
井
伊
直
弼
に
よ
り
、
米
・英
は
じ
め
五

カ
国
と
の
修
好
通
商
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
こ
に
幕
府
の
鎖
国
政
策
は

破
綻
し
た

➂
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
、
大
政
奉
還
に
よ
る
参
勤
交
代
の
廃
止

➃
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
、
地
子
免
除
が
廃
止
さ
れ
た

➄
明
治
５
年
（
１
８
７
２
）
、
伝
馬
所
を
含
め
た
宿
駅
制
度
そ
の
も
の
が
廃

止
➅
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
、
地
租
改
正
に
着
手
。
地
租
改
正
条
例
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
た
土
地
制
度
・課
税
制
度
の
こ
と

➆
明
治
７
年
（
１
８
７
４
）
、
越
ヶ
谷
町
大
火

⑧
明
治
３
２
年
（
１
８
９
９
）、
越
ヶ
谷
町
大
火

➈
明
治
３
８
年
（
１
９
０
５
）
、
国
家
に
よ
る
塩
の
専
売
制
が
本
格
化
さ
れ

る
日
光
道
中
筋
で
大
き
な
地
所
を
持
ち
、
油
屋
と
塩
屋
を
営
み
な
が
ら
宿
泊
機
能

を
合
わ
せ
持
つ
塩
屋
吉
兵
衛
家
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
事
が
推
測
で
き

る
。

宿
場
の
地
子
免
が
無
く
な
り
、
時
代
の
進
歩
で
街
灯
は
ラ
ン
プ
に
な
り
油
屋
の

需
要
は
激
減
し
、
塩
屋
は
国
家
に
よ
る
専
売
制
が
本
格
化
し
、
あ
ら
ゆ
る
面
で

取
り
巻
く
環
境
は
激
変
し
た
。

塩
屋
吉
兵
衛
家
が
日
光
道
中
筋
か
ら
退
去
し
た
の
も
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
っ

た
と
思
う
。

越
谷
市
史

ニ

通
史
下
に
は
、
「
農
業
を
主
と
し
た
他
の
商
売
に
転
換
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
」と
の
記
載
が
あ
る
。

塩
屋
吉
兵
衛
家
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
が
、
私
は
、
塩
屋
吉
兵
衛
の
先

祖
が
上
方
（
か
み
が
た
）
か
ら
来
て
、
越
ヶ
谷
で
大
き
な
花
を
咲
か
せ
た
事
に
感

動
を
覚
え
る
。

最
後
に
、
塩
屋
吉
兵
衛
の
墓
所
が
ど
こ
か
判
明
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
（頁
５
・補
足
）

（注
）越
谷
市
史

四

史
料
二
の
記
録
に
よ
る
と
、
塩
屋
吉
兵
衛
の
名
が
見
ら
れ
る

の
は
万
延
元
年
（１
８
６
０
）迄
で
、
慶
応
元
年
か
ら
慶
応
４
年
（１
８
６
５

～
６
８
）迄
の
記
録
に
は
塩
屋
十
馬
之
輔
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。

越
谷
市
史

ニ

通
史
下
に
よ
る
と
、
明
治
２
８
年
（１
８
９
５
）、
越
ヶ

谷
・大
沢
町
組
合
の
役
場
体
制
（町
長
・助
役
・収
入
役
・書
記
の
四
役
）の

書
記
に
池
田
吉
兵
衛
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
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